
受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月10日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年4月28日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年5月30日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

申請研究者
松岡　園子

～ 2016年9月15日

言語表出の遅れを主訴とする幼児へのInstructive Feedbackを用いた報告言語行動の促
進

前回条件付承認（2016.4.20）における下記委員会所見に対し、2016年6月7日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・説明同意書において、毎回のセッション時に対象児の参加意志を確認することや、
　子どもが拒否の意を示した場合についても、具体的な対応について明記すること
・申請書と説明同意書において、利益相反への対処方法について明記すること

衣笠-人-2016-2

2017.7.28 

2016年度「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について

「立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会規程」に基づき、下記のとおり審査いたしました。

立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会

＊＊＊　衣笠キャンパス審査委員会（53件の研究計画を審査）　＊＊＊

衣笠-人-2016-1

申請研究者
大西　真樹男

～ 2017年1月30日

8・9・10歳の「重さ」の認識の発達過程に関する研究

・施設長向けの説明同意書について、軽微な修正を要する部分があるので確認すること
・申請者の所属について、依頼書等には正式名称を記載すること

申請研究者
永井　千晴

～ 2016年10月31日

機能に注目したビデオモデリングの実践

前回条件付承認（2016.4.20）における下記委員会所見に対し、2016年4月28日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・研究計画書と説明同意書において、利益相反への対処方法について明記すること
・研究データの分析方法について、説明すること

衣笠-人-2016-3

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月24日　承認

所属 社会学研究科 職名 博士課程後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月1日　承認

所属 衣笠総合研究機構 職名 客員協力研究員

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 文学部人文学科 職名 学士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 総合心理学部 応用人間科学研究科 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-4

申請研究者
安原　荘一

～ 2018年3月31日

精神科病院強制入院体験者・関係者の証言および現在それについてどう考えているのか
に関するインタビュー調査

前回条件付承認（2016.6.27）における下記委員会所見に対し、2016年6月29日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・「研究計画書」ではインタビュー時間が30分～1時間程度となっているが、
　「説明および同意書」では30分程度となっているため、統一すること
・チェックテストによるスクリーニングの判断基準について「研究計画書」に明確に示すこと

衣笠-人-2016-6

申請研究者
小木曽　由佳

～ 2018年3月31日

ダウン症児の母親の就労継続の課題に関する研究

前回条件付承認（2016.5.30）における下記委員会所見に対し、2016年6月19日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・スノーボール・サンプリングによる対象者の選定について、対象者をどこまで広げるのかを
　より明確に説明すること
・本研究の対象を「ダウン症児の母親」に限定とする理由について明確にすること
・「説明および同意書」の書式や文章について見直しを行い、「説明書」と「同意書」に
　ついては分けること
・申請者の所属について、「説明および同意書」に正式名称を記載すること

衣笠-人-2016-5

申請研究者
谷　晋二

～ 2018年3月31日

障がいのある子どもとその保護者を支援する支援者のためのアクセプタンス＆コミット
メント・トレーニングの効果の検討

特になし

申請研究者
規程第820号第15条により不記

～ 2017年3月31日

看護師の感情労働に対する回想法によるアプローチ
―心理的受けとめとその変容に着目して―

特になし

衣笠-人-2016-7

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 文学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月25日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-8

申請研究者
岩本　美由紀

～ 2017年3月31日

語りによる看護経験の意味づけ　　～臨床の知による看護観の形成～

特になし

衣笠-人-2016-10

申請研究者
河原　照子

～ 2017年3月31日

看護系大学における教員の教育研究継続のプロセス
～看護教員のライフストーリーから～

特になし

衣笠-人-2016-9

申請研究者
内田　一樹

～ 2017年3月31日

失敗体験から立ち直るプロセスに関する研究　―教師へのインタビュー調査から―

前回条件付承認（2016.6.27）における下記委員会所見に対し、2016年7月25日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・説明書と同意書を別紙に分けること
・説明書において誤記を修正すること
・「研究計画書」の「12.安全の確保」について記述を修正すること

申請研究者
北村　文乃

～ 2018年3月31日

擬人化エージェントとのインタラクションを促進する要因についての検討

特になし

衣笠-人-2016-11

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 総合心理学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月6日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月4日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-12

申請研究者
樫原　明穂

～ 2017年3月31日

青年期の自己への気づきにおいて、コラージュ制作がもたらす影響に関する研究

前回条件付承認（2016.6.29）における下記委員会所見に対し、2016年7月6日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・対象者の除外基準について合理性があるものか確認の上、除外基準そのものや精神科への
　通院歴を尋ねる必要性について再検討すること

衣笠-人-2016-14

申請研究者
林　勇吾

～ 2019年3月31日

エージェントベースのインタラクションに関する認知科学的検討

・説明書と同意書を別紙に分けること

衣笠-人-2016-13

申請研究者
春日　一美

～ 2019年3月31日

チームでの生徒支援に必要な教員の資質とは　～私立高校に勤務する教師の経験から

・説明書と同意書を別紙に分けること

申請研究者
CHEN Tingting

～ 2017年3月31日

幼児における自己と他者の情動理解
－情動選択カードの使用及び言語による理由付けに基づく分析－

前回条件付承認（2016.6.29）における下記委員会所見に対し、2016年7月4日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・分析方法について不明瞭であるため、明確にすること
・説明書と同意書を別紙に分け、タイトルの下に氏名と所属を記すこと

衣笠-人-2016-15

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 衣笠総合研究機構 職名 専門研究員

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年6月27日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月25日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月19日　承認

所属 言語教育センター 職名 嘱託講師

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-16

申請研究者
荒木　貴仁

～ 2017年3月31日

良性妬みと悪性妬みが自己統制感および組織市民行動に及ぼす影響についての検討

・説明書と同意書を別紙に分ける、もしくは提出用と対象者の控え用として2部用意すること

衣笠-人-2016-18

申請研究者
小野　健太郎

～ 2017年3月31日

聴覚の錯覚現象を利用した知覚的体制化の神経生理学的な基盤の検討

・説明書と同意書を別紙に分けること

衣笠-人-2016-17

申請研究者
横山　友里

～ 2018年3月31日

第2外国語としてのスペイン語学習における動機減退要因のプロセス

前回条件付承認（2016.7.15）における下記委員会所見に対し、2016年7月17日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・説明および同意書（アンケート等）の誤記を修正の上、問い合わせ先に衣笠リサーチ
　オフィスの記載を加えること
・安全確保について保健センターは事故等に対応出来ない可能性があるため記載を削除すること

申請研究者
石原　顕子

～ 2017年3月31日

大学生における過剰適応者の死生観と自尊感情に関する研究

前回条件付承認（2016.7.15）における下記委員会所見に対し、2016年7月22日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・「期待される研究成果」の誤記を修正すること
・他大学における研究に協力いただく方を明確化すること
・研究協力者負担への配慮について、チェックシート、研究計画書、ICチェックシートにて
　それぞれ齟齬があるため修正し加筆すること
・安全確保について各大学の保健センターは事故等に対応出来ない可能性があるため、
　各大学近隣の病院を記載すること

衣笠-人-2016-19

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月28日　承認

所属 総合心理学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月28日　承認

所属 総合心理学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年7月15日　承認

所属 文学部人文学科心理学域 職名 学士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 取下げ

所属 規程第820号第15条により不記載 職名 規程第820号第15条により不記載

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-20

申請研究者
岡本　直子

～ 2019年7月19日

TFT（思考場療法）におけるナラティブの有効性

前回条件付承認（2016.7.15）における下記委員会所見に対し、2016年7月25日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・同意撤回書の使い方を説明文書に明記すること
・説明文書の問い合わせ先に衣笠リサーチオフィスの記載を加えること

衣笠-人-2016-22

申請研究者
岡本　直子

～ 2019年7月19日

幼児期のファンタジーに関する研究

前回条件付承認（2016.7.15）における下記委員会所見に対し、2016年7月25日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・同意撤回書の使い方について説明文書に明記すること
・幼稚園への謝礼の支払いについては「慣行上の謝礼」ではなく「部屋を借りることへの対価」
　と明確化することが望ましいので、研究計画書の記載について修正すること
・「卒園生」の対象年齢を明記すること
・「4.研究方法」と「7.研究対象者と人数」に齟齬があるため、研究対象者人数を一致させること

衣笠-人-2016-21

申請研究者
規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

取下げ

申請研究者
柳井　奈実子

～ 2017年3月31日

独居老人における人間関係と抑うつとの関連

特になし

衣笠-人-2016-23

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月8日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月9日　承認

所属 文学部人文学科心理学域 職名 学士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月10日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月30日　承認

所属 総合心理学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-24

申請研究者
鈴木　涼

～　2017年3月31日

自叙写真法というアプローチ方法の検討

前回条件付承認（2016.8.3）における下記委員会所見に対し、2016年8月9日付の回答にて申請書類
の修正が確認されたため、承認とします。

・スノーボールサンプリングにおいて、強制力が生じないように依頼するよう明記すること
・プライバシーに配慮した質問紙の回収方法について記載すること
・研究として成立するだけの数を夏休みの間に確保できるか再度検討すること
・撮影時に研究対象者以外の被写体がいる場合の本調査に関する説明方法を明記すること

衣笠-人-2016-26

申請研究者
田原　操

～ 2017年3月31日

亡くなった親の生き方と自分の生き方の対比の検討　～中年期の語りから～

特になし

衣笠-人-2016-25

申請研究者
岡本　直子

～ 2019年3月31日

生理指標測定機器を用いた思考場療法の有効性に関する実験的検討

前回条件付承認（2016.8.3）における下記委員会所見に対し、2016年8月26日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・研究依頼文において、期待される利益の記述内容を修正すること

申請研究者
中川　恵

～ 2017年3月31日

医療と臨床心理学のケアをつなぐナラティヴ・アプローチ
－大動脈瘤を患う当事者のインタビューからみえる患者の意味世界－

前回条件付承認（2016.8.8）における下記委員会所見に対し、2016年8月9日付の回答にて申請書類
の修正が確認されたため、承認とします。

・対象者の人数について整理すること
・公開方法について整理すること
・安全性の確保において同行する医療機関を変更すること

衣笠-人-2016-27

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月8日　承認

所属 文学部人文学科心理学域 職名 学士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月8日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年8月8日　承認

所属 文学部人文学科心理学域 職名 学士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年10月21日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-28

申請研究者
佐々木　公子

～ 2017年3月31日

複数の死別経験をもつ中年期の主観的変化

特になし

衣笠-人-2016-30

申請研究者
福田　瑞穂

～ 2017年3月31日

少年犯罪者の個人情報流出のメカニズムに関する研究

特になし

衣笠-人-2016-29

申請研究者
立花　咲葵

～　2017年3月31日

非言語的体験を言語化することの意味　　　―箱庭制作後のやりとりからの検討―

前回条件付承認（2016.9.14）における下記委員会所見に対し、2016年10月11日付の回答にて申請
書類の修正が確認されたため、承認とします。

・データの扱い方、保管方法を見直すこと
・研究対象者から除外となった人(GHQ28テスト)に対し、どのように通知するかを倫理的な配慮が
　なされていることが分かるように「研究計画書」と「説明および同意書」に明記すること
・箱庭制作中の中断方法について明記すること
・「説明および同意書」のタイトルに研究テーマを記載すること
・「研究参加の同意書」に代諾者欄を設けること

申請研究者
藤岡　侑里

～ 2017年3月31日

慢性疾患患者の病をめぐる考え方の変化に関する研究

・インタビュー調査実施にあたってはプライバシーが確保でき、音響条件も適正な場所で実施
　するよう留意すること

衣笠-人-2016-31

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年9月27日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年9月26日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年9月23日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年9月23日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-32

申請研究者
飯村　風香

～　2017年3月31日

高校中退経験者のライフストーリーにみる転機の意味づけ

前回条件付承認（2016.9.14）における下記委員会所見に対し、2016年9月26日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・同意撤回書を用意すること
・データの保管場所について詳細を記載すること
・データの保管に具体的な期限を設けないのであれば、漏洩に注意を図るよう加筆すること
・研究の実施場所がプライバシーに配慮できる場所か確認すること

衣笠-人-2016-34

申請研究者
藤村　あきほ

～　2017年1月30日

不登校生徒にとってのフリースクールの意義

前回条件付承認（2016.9.14）における下記委員会所見に対し、2016年9月23日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・対象施設変更に伴いインフォームドコンセントが確実に取れる旨を明記すること
・各保管場所について対象となる資料、データの詳細を追記すること

衣笠-人-2016-33

申請研究者
高　祥也

～ 2017年1月31日

児童養護施設における暴力問題への対応
―子どもの主体性を尊重した参画的会議の分析―

前回条件付承認（2016.9.14）における下記委員会所見に対し、2016年9月22日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・暴力問題は子ども間暴力に限定されるのか明記すること
・議事録データの収集方法について詳細を記載すること
・追加インタビューの頻度を明記すること

申請研究者
ZHU Xinyi

～ 2017年3月31日

中国・黒龍江省の学童期の保護者のしつけについての研究
―家庭教育における保護者の体罰意識の調査から―

前回条件付承認（2016.9.14）における下記委員会所見に対し、2016年9月21日付の回答にて申請書
類の修正が確認されたため、承認とします。

・意思表示回答項目に関する記述を関連書類にも記載すること
・アンケート序文に、答えたくない質問については答えなくても良い旨を記載すること
（研究計画書に齟齬が生じるため該当箇所を修正すること）
・除外適用者はアンケート未提出者のみとすること
・アンケート序文に名前を記入しないよう記述すること
・研究の意義の一文を日本語としてわかりやすい表現に修正すること
・研究によって生じうる危険や不利益の可能性に対し、リスクを軽減する対応策を考慮すること
・中国語の各文書の指摘箇所を修正すること

衣笠-人-2016-35

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2016年9月14日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年9月14日　承認

所属 総合心理学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年11月28日　承認

所属 総合心理学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年5月16日　承認

所属 文学研究科 職名 博士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-36

申請研究者
安田　裕子

～ 2019年3月31日

司法面接の実施と臨床的ケアの多職種連携

特になし

衣笠-人-2016-38

申請研究者
谷口　万帆

～ 2017年3月31日

「孫育て」を通してみる母娘関係変容　―二世代を育てるという意味に着目して―

特になし

衣笠-人-2016-37

申請研究者
中田　友貴

～ 2017年7月31日

司法取引場面における虚偽自白の実験的検討

前回「保留（継続審査）」（2017.3.15）についての委員会所見である、2017年4月3日付け「研究
倫理審査委員会の判定結果と説明について」の中の検討いただきたい内容に対して、2017年5月9日
付で再提出された申請書類にて回答が確認されたため、承認とします。

なお、本申請において示された、①研究対象者を心理学を学ぶ学生に限定すること、②実験におけ
る想定外のリスクを抽出するための予備実験を行うこと、③研究計画にある中止条件と緊急時の対
応を遂行すること、④デブリーフィングを実施することについて、実験実施の際は留意して下さ
い。

申請研究者
土田　宣明

～ 2018年3月31日

運動抑制に影響する要因の分析

前回条件付承認（2016.11.21）における下記委員会所見に対し、2016年11月22日付の回答にて申請
書類の修正が確認されたため、承認とします。

・研究対象者が不調を訴えた場合は学外の病院を利用すること
・利益相反に関する記述を修正すること

衣笠-人-2016-39

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 取下げ

所属 規程第820号第15条により不記載 職名 規程第820号第15条により不記載

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年11月21日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年1月20日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年1月18日　承認

所属 経済学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-40

申請研究者
荒木　沙理奈

～ 2017年3月31日

非行少年の立ち直り支援ボランティアに参加する学生の動機と意義の変容

特になし

衣笠-人-2016-42

申請研究者
規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

取下げ

衣笠-人-2016-41

申請研究者
竹内　あい

～ 2019年3月31日

Coordination and freeriding problem in the blood market

前回条件付承認（2016.12.16）における下記委員会所見に対し、2017年1月15日付の回答にて申請
書類の追加が確認されたため、承認とします。

・献血にかかわるアンケートなしに、実験の構成によって献血に内包されるとする二つの問題
　への展望を獲得できることを説明すること
・参加者募集の参加要件を研究計画書と統一すること

申請研究者
髙本　淑枝

～ 2018年3月31日

ひきこもりの子どもを持つ親の困り事とその対処の変遷と家族機能の関係

前回条件付承認（2016.11.21）における下記委員会所見に対し、2017年1月19日付の回答にて申請
書類の修正が確認されたため、承認とします。

・研究対象者に関する記述を統一すること
・予備調査における研究対象者の選出要件の表現を修正すること
・予備調査における「協力者と位置付け」の記述が不要であれば修正削除すること
・利益相反に関する記載を修正すること
・参考文献の形式を統一すべく、加筆・修正すること

衣笠-人-2016-43

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2017年1月17日　承認

所属 法学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年12月21日　承認

所属 衣笠総合研究機構 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2016年12月21日　承認

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年3月13日　承認

所属 共通教育推進機構 職名 講師

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-44

申請研究者
早川　岳人

～ 2019年12月31日

東近江市における既存の保健福祉データを使用した事業評価に関する研究

特になし

衣笠-人-2016-46

申請研究者
村上　剛

～ 2018年3月31日

変動する社会における投票決定に関する調査

前回条件付承認（2016.11.22）における下記委員会所見に対し、2017年1月17日付の回答にて申請
書類の追加が確認されたため、承認とします。

・入札時の仕様書および契約成立時の関係書類を提出すること

衣笠-人-2016-45

申請研究者
宮下　聖史

～ 2018年7月31日

地域おこし協力隊のキャリア形成と新しい地域コミュニティづくり

前回条件付承認（2017.2.15）における下記委員会所見に対し、2017年3月13日付の回答にて申請書
類の追加が確認されたため、承認とします。

・自治体担当者宛聞き取り調査の依頼状に、協力隊員にとって強制にならぬよう配慮頂くよう
　追記すること

申請研究者
浦野 幸一郎

～ 2017年7月31日

自発的な早期離職を経験した若年者が再就職に至るまでの心理的プロセス
－自身の離職を肯定的に捉えたことのある者を対象とした研究－

特になし

衣笠-人-2016-47

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 取下げ

所属 規程第820号第15条により不記載 職名 規程第820号第15条により不記載

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年1月25日　承認

所属 総合心理学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年3月29日　承認

所属 総合心理学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年1月25日　承認

所属 国際関係学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-48

申請研究者
北岡　明佳

～ 2019年3月31日

錯視における脳機能計測実験

前回条件付承認（2017.1.24）における下記委員会所見に対し、2017年1月24日付の回答にて申請書
類の追加が確認されたため、承認とします。

・偶発的所見について説明文にも明記すること
・偶発的所見に対する告知の確認においては、同意書の「みなし」の一文は抹消し、研究対象者の
　意志を必ず確認すること

衣笠-人-2016-50

申請研究者
規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

取下げ

衣笠-人-2016-49

申請研究者
クンシャク クラウディア

～ 2018年3月31日

Going beyond nativespeakerism : Theory and practice from an international
perspective
英語母語話者主義を超えて：国際的視点からの理論と実践

特になし

申請研究者
矢藤　優子

～ 2020年1月20日

科学的根拠に基づく子育て支援のための学融的研究

前回条件付承認（2017.2.15）における下記委員会所見に対し、2017年3月29日付の回答にて申請書
類の追加が確認されたため、承認とします。

・「説明文書」「2.研究の意義と目的について」に幼児期（6歳齢）までの研究であることを
　明記すること
・調査一覧のPBI(親子関係)調査の実施時期の齟齬を修正すること
・唾液検査の外注先が確定したら個人情報の取り扱いに関する書類を提出すること

衣笠-人-2016-51

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2017年7月28日　承認

所属 先端総合学術研究科 職名 博士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2017年2月20日　承認

所属 文学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2016-52

申請研究者
中谷　友樹

～　2019年3月31日

居住地移動に着目した近隣健康格差に関する地理学的研究

前回条件付承認（2017.2.15）における下記委員会所見に対し、2017年2月20日付の回答にて申請書
類の追加が確認されたため、承認とします。

・「アンケート協力のお願い文」に問題が発生した場合の連絡先（衣笠リサーチオフィス）を記載
　すること
・除外基準に「全ての質問に答えられない場合」も追記すること

申請研究者
篠原　眞紀子

～　2018年3月31日

恵那地方の「障害児者」運動をめぐる集団力動
　――生活綴り方と人々が織り成す現代史

前回条件付承認（2017.6.6）における下記委員会所見に対し、2017年6月21日付の回答にて申請書
類の追加が確認されたため、承認とします。

・研究対象者については「匿名」を原則とする。ただし、申請研究者が対象者本人の「実名表記」
　を希望する意思を確認し、その旨を文書にて合意した場合は例外とする
・公刊資料にある「史実」については、引用注記を付した上で原典に忠実に引用すること

以下の条件は、研究指導教員の指導を受け、修正を行ってください
・不適切な記述については修正すること

衣笠-人-2016-53

 2016年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について
立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会


